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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交流電源から供給される交流電圧を整流及び平滑して直流電圧を生成する電源回路と、
　該電源回路から前記直流電圧を供給され、出力側に接続される負荷であるＬＥＤ光源を
定電流制御によって点灯させる点灯回路と、
　前記点灯回路の動作を制御する制御装置と、
　前記ＬＥＤ光源を調光する調光信号を、外部から受信するインターフェース回路と、
　上限出力電流値を記憶する記憶装置と、
　を備え、
　前記制御装置は、
　前記インターフェース回路から前記調光信号を受信し、
　該調光信号に対応する出力電流目標値を決定すると共に、前記記憶装置から前記上限出
力電流値を読み出し、
　前記調光信号に対応する前記出力電流目標値が前記上限出力電流値より大きい場合、前
記調光信号に対応する前記出力電流目標値を更新しない
　ＬＥＤ点灯装置。
【請求項２】
　交流電源から供給される交流電圧を整流及び平滑して直流電圧を生成する電源回路と、
　該電源回路から前記直流電圧を供給され、出力側に接続される負荷であるＬＥＤ光源を
定電流制御によって点灯させる点灯回路と、
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　前記点灯回路の動作を制御する制御装置と、
　前記ＬＥＤ光源に流れる出力電流および上限出力値に対応する識別値を、外部から受信
するインターフェース回路と、
　を備え、
　前記制御装置は、
　前記インターフェース回路から前記識別値を受信し、
　該識別値に対応する出力電流目標値を決定する
　ＬＥＤ点灯装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ光源を点灯するＬＥＤ点灯装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の照明装置として、調光器から出力され、調光レベルに対応付けたデューティ比の
パルス幅変調信号である調光制御信号に応じて光源の光出力を調光する照明装置であって
、光源たるＬＥＤ光源の光出力と調光制御信号のデューティ比とを所定の調光カーブの関
係になるように調光制御信号を変調する調光変調データを複数個記憶する記憶部と、調光
制御信号の周期により記憶部に記憶された複数個の調光変調データから特定の調光変調デ
ータを選択する選択部と、その選択部で選択された調光変調データに基づいて調光制御信
号を変調した制御信号によりＬＥＤ光源を調光して点灯させる点灯回路部と、を有するも
のがある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－９０１１号公報（第４－５頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載された照明装置は、ＬＥＤ光源に流れる出力電流に対
して、上下限値を設けておらず、例えば、ＬＥＤ光源の出力仕様に基づく出力電流の下限
値よりも小さい出力電流に対応するような調光制御信号が調光器から入力された場合、Ｌ
ＥＤ光源のＬＥＤの順方向電圧に達することなく不点灯となる場合もあり、また、出力電
流の上限値よりも大きい出力電流に対応するような調光制御信号が調光器から入力された
場合、ＬＥＤ光源が破損してしまう可能性があるという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、点灯障害を抑制したＬ
ＥＤ点灯装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るＬＥＤ点灯装置は、交流電源から供給される交流電圧を整流及び平滑して
直流電圧を生成する電源回路と、電源回路から直流電圧を供給され、出力側に接続される
負荷であるＬＥＤ光源を定電流制御によって点灯させる点灯回路と、点灯回路の動作を制
御する制御装置と、ＬＥＤ光源を調光する調光信号を、外部から受信するインターフェー
ス回路と、上限出力電流値を記憶する記憶装置と、を備え、制御装置は、インターフェー
ス回路から調光信号を受信し、調光信号に対応する出力電流目標値を決定すると共に、記
憶装置から上限出力電流値を読み出し、調光信号に対応する出力電流目標値が上限出力電
流値より大きい場合、調光信号に対応する出力電流目標値を更新しないものである。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明によれば、点灯回路が光源を点灯するための識別値に応じたデータに基づいて点
灯回路を制御するため、点灯障害を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の回路図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の出力電流と出力指令値との関係
を示すグラフである。
【図３】本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の上限調光時における出力電流近
傍の出力電流に対応する識別値の例を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の下限調光時における出力電流近
傍の出力電流に対応する識別値の例を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１において上下限調光時の出力電流
が設定されている場合における出力電流と出力指令値との関係を示すグラフである。
【図６】本発明の実施の形態２に係る複数の照明器具の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施の形態１．
（ＬＥＤ点灯装置１の構成）
　図１は、本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の回路図である。
　図１で示されるように、本実施の形態に係るＬＥＤ点灯装置１は、交流電源７からの入
力電圧を整流及び平滑して昇圧させる電源回路２と、電源回路２から電力を供給され、負
荷であるＬＥＤモジュール２５のＬＥＤを点灯させる点灯回路３と、外部から信号を受信
するインターフェース回路４と、ＬＥＤモジュール２５を流れる出力電流の目標値を送信
する制御装置６と、この制御装置６から出力されたデータを記憶する記憶装置５と、制御
装置６から送信された出力電流目標値に基づいて出力指令値を生成する出力指令値生成部
２６と、を備える。
【００１０】
　電源回路２は、ダイオードブリッジ８、平滑コンデンサー９、インダクター１０、ＭＯ
ＳＦＥＴ（Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｅｆｆ
ｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）１１、駆動回路１２、フィードバック部１３、ダイオー
ド１４、抵抗１５、１６及び電解コンデンサー１７を備えている。ダイオードブリッジ８
は、交流電源７の交流電圧を整流し、その整流電圧を出力する出力端にはその整流電圧を
平滑する平滑コンデンサー９が並列接続され、ダイオードブリッジ８の出力端のうち、負
極側は接地されている。また、平滑コンデンサー９の両端には、インダクター１０及びＭ
ＯＳＦＥＴ１１の直列回路が並列接続されている。このとき、平滑コンデンサー９の正極
側に接続されているのは、インダクター１０である。また、ＭＯＳＦＥＴ１１の両端には
、ダイオード１４、抵抗１５及び抵抗１６の直列回路が並列接続されている。このとき、
ダイオード１４のアノード側はＭＯＳＦＥＴ１１に接続され、カソード側は抵抗１５に接
続されている。このＭＯＳＦＥＴ１１のＯＮ／ＯＦＦ動作は、駆動回路１２から出力され
る駆動信号（ＰＷＭ信号）によって制御される。また、抵抗１５及び抵抗１６の直列回路
の両端には、電解コンデンサー１７が並列接続されており、電解コンデンサー１７の正極
側は、抵抗１５に接続されている。この電解コンデンサー１７の両端電圧が、電源回路２
の出力電圧となる。また、電解コンデンサー１７の両端電圧は、抵抗１５及び抵抗１６に
よって分圧され、その分圧された電圧がフィードバック部１３に入力される。そして、フ
ィードバック部１３は、この分圧電圧に基づいて制御信号を駆動回路１２に出力する。
【００１１】
　点灯回路３は、ＭＯＳＦＥＴ１８、駆動回路１９、フィードバック部２０、ダイオード
２１、インダクター２２、コンデンサー２３及び抵抗２４を備えている。ＭＯＳＦＥＴ１
８及びダイオード２１の直列回路が、電源回路２における電解コンデンサー１７の両端に
並列接続されている。このとき、ダイオード２１のアノード側は電解コンデンサー１７の
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負極側に接続され、カソード側はＭＯＳＦＥＴ１８に接続されている。このＭＯＳＦＥＴ
１８のＯＮ／ＯＦＦ動作は、駆動回路１９から出力される駆動信号（ＰＷＭ信号）によっ
て制御される。また、ダイオード２１の両端には、インダクター２２、コンデンサー２３
及び抵抗２４の直列回路が並列接続されている。このとき、ダイオード２１のカソード側
に接続されているのは、インダクター２２である。このコンデンサー２３の両端電圧が、
点灯回路３の出力電圧となる。この点灯回路３の出力側には、負荷であるＬＥＤモジュー
ル２５が接続されており、点灯回路３の出力電圧によって、ＬＥＤモジュール２５を構成
する直列接続された各ＬＥＤが点灯する。また、コンデンサー２３と抵抗２４との間の電
圧（抵抗２４の両端電圧）は、フィードバック部２０に入力される。そして、フィードバ
ック部２０は、この電圧、及び、後述する出力指令値生成部２６からの送信される出力指
令値に基づいて制御信号を駆動回路１９に出力する。
【００１２】
　インターフェース回路４は、図３及び図４で後述するように、外部ユニット２７から送
信され、ＬＥＤモジュール２５に流れる出力電流と一意に対応する識別値、及び、ＬＥＤ
モジュール２５に対して調光するための調光信号を受信して、その識別値及び調光信号を
制御装置６に送信するものである。ここで、調光信号とは、例えば、所定のデューティー
比を有するＰＷＭ信号である。
　なお、このインターフェース回路４と外部ユニット２７との接続方法は、有線又は無線
のいずれでもよい。
　また、インターフェース回路４は、識別値及び調光信号の双方を受信するものとしてい
るが、これに限定されるものではなく、識別値と調光信号とが、別々のインターフェース
回路に受信される構成としてもよい。
【００１３】
　制御装置６は、マイコン等によって構成されるものであり、外部ユニット２７から送信
された識別値を、インターフェース回路４を介して受信し、この識別値から、その識別値
に一意に対応するＬＥＤモジュール２５の出力電流に変換するもので、この変換動作は、
後述する、上下限調光時の出力電流の設定動作時に実施されるものである。また、制御装
置６は、外部ユニット２７から送信されるデータが調光信号である場合、後述するように
、記憶装置５に記憶された調光信号と出力電流目標値との対応テーブル（図示せず）に基
づいて、その調光信号に対応した出力電流目標値を導出し、出力指令値生成部２６に送信
する。
【００１４】
　記憶装置５は、前述のように、制御装置６から出力されたデータを記憶するものである
。また、記憶装置５は、制御装置６から出力されたデータを記憶するのみだけでなく、制
御装置６は、記憶装置５に記憶されたデータを読み出したり、あるいは、更新も行う。
　なお、記憶装置５は、制御装置６と物理的に別体である必要はなく、制御装置６の内部
に備えられるものとしてもよい。
【００１５】
　出力指令値生成部２６は、制御装置６から送信された出力電流目標値に基づいて、出力
指令値に変換し、この出力指令値をフィードバック部２０へ送信する。
【００１６】
　なお、制御装置６は、調光信号に基づいて、出力電流目標値を導出し、出力指令値生成
部２６が、その出力電流目標値に基づいて、出力指令値に変換してフィードバック部２０
へ送信するものとしているが、これに限定されるものではない。すなわち、制御装置６が
、調光信号に基づいて、直接、出力指令値を求めるものとしてもよい。この場合、出力指
令値生成部２６は不要となる。
　また、制御装置６が送信する出力電流目標値、又は、出力指令値は、本発明の「出力電
流目標値を識別する情報」に相当する。
【００１７】
　また、ＬＥＤモジュール２５は、本発明の「ＬＥＤ光源」に相当する。
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【００１８】
（電源回路２の動作）
　次に、図１を参照しながら、電源回路２の動作について説明する。
　交流電源７から供給される交流電圧は、ダイオードブリッジ８によって整流され、さら
に、平滑コンデンサー９によって平滑された直流電圧となる。また、インダクター１０、
ＭＯＳＦＥＴ１１、ダイオード１４及び電解コンデンサー１７は、いわゆる昇圧チョッパ
ー回路を構成する。そして、ＭＯＳＦＥＴ１１は、駆動回路１２から出力される駆動信号
によって、ＯＮ／ＯＦＦ動作を実施し、これによって、平滑コンデンサー９の両端電圧を
昇圧させると共に、交流電源７を流れる入力電流を正弦波に整えて力率を改善する。
【００１９】
　具体的には、ＭＯＳＦＥＴ１１がＯＮ状態のとき、インダクター１０に流れる電流が増
加してエネルギーが蓄積される。また、ＭＯＳＦＥＴ１１がＯＦＦ状態になると、インダ
クター１０に蓄積されたエネルギーが出力側（電解コンデンサー１７側）に電流として伝
達し、ダイオード１４を経由して電解コンデンサー１７に電荷が蓄積される。このＭＯＳ
ＦＥＴ１１のＯＮ／ＯＦＦ動作の繰り返しによって、電解コンデンサー１７の両端電圧は
、平滑コンデンサー９の両端電圧よりも高い電圧に昇圧される。
【００２０】
　また、電解コンデンサー１７の両端電圧は、抵抗１５及び抵抗１６によって分圧され、
その分圧された電圧がフィードバック部１３に入力される。フィードバック部１３は、こ
の分圧電圧に基づいて、電解コンデンサー１７の両端電圧が目的の所定電圧（例えば、４
００［Ｖ］）となるようなＭＯＳＦＥＴ１１のＯＮ／ＯＦＦ動作のデューティー比を指定
する制御信号を駆動回路１２に出力する。駆動回路１２は、この制御信号に基づいて、指
定されたデューティー比の駆動信号をＭＯＳＦＥＴ１１に対して出力し、ＭＯＳＦＥＴ１
１をＯＮ／ＯＦＦ動作させる。
【００２１】
　なお、図１で示されるように昇圧チョッパー回路を構成しているスイッチング手段とし
て、ＭＯＳＦＥＴ１１を採用しているが、これに限定されるものではなく、例えば、ＩＧ
ＢＴ（Ｉｎｓｕｌａｔｅｄ　Ｇａｔｅ　Ｂｉｐｏｌａｒ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）等のバ
イポーラトランジスターを用いるものとしてもよい。
【００２２】
　また、図１で示されるように、ダイオードブリッジ８及び平滑コンデンサー９によって
整流及び平滑された直流電圧を、昇圧チョッパー回路によって昇圧させる構成としている
が、これに限定されるものではなく、ＬＥＤモジュール２５を点灯させるだけの大きさを
有し、かつ、特に力率改善を目的とするものではない場合、必ずしも昇圧チョッパー回路
を設ける必要はない。また、交流電源７の交流電圧が十分な大きさであれば、昇圧チョッ
パー回路ではなく、平滑コンデンサー９の両端電圧を降圧させる降圧チョッパー回路を設
ける構成としてもよい。
【００２３】
（点灯回路３の動作）
　図２は、本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の出力電流と出力指令値との関
係を示すグラフである。次に、図１及び図２を参照しながら、点灯回路３の動作について
説明する。
　電源回路２から出力された電圧（電解コンデンサー１７の両端電圧）は、点灯回路３に
入力される。また、ＭＯＳＦＥＴ１８、ダイオード２１、インダクター２２及びコンデン
サー２３は、いわゆる降圧チョッパー回路を構成する。そして、ＭＯＳＦＥＴ１８は、駆
動回路１９から出力される駆動信号によって、ＯＮ／ＯＦＦ動作を実施し、これによって
、点灯回路３に入力された電圧が調整される。
【００２４】
　具体的には、ＭＯＳＦＥＴ１８がＯＮ状態のとき、インダクター２２、コンデンサー２
３、そして、抵抗２４の順に電流が流れて、コンデンサー２３が充電され、インダクター
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２２にエネルギーが蓄積される。また、ＭＯＳＦＥＴ１８がＯＦＦ状態になると、インダ
クター２２に蓄積されたエネルギーが出力側（コンデンサー２３側）に電流として伝達し
、インダクター２２、コンデンサー２３、抵抗２４、そして、ダイオード２１の順に電流
が流れ、さらに、コンデンサー２３が充電される。そして、ＬＥＤモジュール２５に流れ
る出力電流が一定となるように、ＭＯＳＦＥＴ１８のＯＮ／ＯＦＦ動作のデューティー比
が調整される。
【００２５】
　また、ＬＥＤモジュール２５に出力電流が流れると共に、抵抗２４にも電流が流れ、そ
の両端に電圧が発生し、この抵抗２４の両端電圧がフィードバック部２０に入力される。
また、後述するように、制御装置６は、出力電流目標値を出力指令値生成部２６に送信し
、出力指令値生成部２６は、この出力電流目標値に基づいて、図２で示されるグラフから
、出力指令値を生成し、この出力指令値をフィードバック部２０に送信する。ここで、出
力指令値生成部２６は、出力指令値を生成するために、図２で示される出力電流目標値と
出力指令値との対応関係を記憶しているものとすればよい。また、この出力指令値は、例
えば、出力電流目標値がＬＥＤモジュール２５に流れる場合の抵抗２４の両端電圧値とす
ればよい。このようにすれば、出力指令値及び出力電流は、図２で示されるような比例関
係を有することになる。フィードバック部２０は、抵抗２４の両端電圧、及び、後述する
ように出力指令値生成部２６から受信する出力指令値に基づいて、ＬＥＤモジュール２５
に流れる出力電流が一定となるようなＭＯＳＦＥＴ１８のＯＮ／ＯＦＦ動作のデューティ
ー比を指定する制御信号を駆動回路１９に出力する。このとき、出力指令値が前述のよう
に抵抗２４の両端電圧値である場合、フィードバック部２０は、実際に検出される抵抗２
４の両端電圧と、目標とする抵抗２４の両端電圧との差分が０となるような制御信号を駆
動回路１９に出力すればよいことになる。駆動回路１９は、この制御信号に基づいて、指
定されたデューティー比の駆動信号をＭＯＳＦＥＴ１８に対して出力し、ＭＯＳＦＥＴ１
８にＯＮ／ＯＦＦ動作させる。
【００２６】
　なお、図１で示されるように降圧チョッパー回路を構成しているスイッチング手段とし
て、ＭＯＳＦＥＴ１８を採用しているが、これに限定されるものではなく、例えば、ＩＧ
ＢＴ等のバイポーラトランジスターを用いるものとしてもよい。
　また、ＭＯＳＦＥＴ１８は、本発明の「スイッチング手段」に相当する。なお、ＭＯＳ
ＦＥＴ１８が、上記のようにＩＧＢＴ等に置換された場合、これらが本発明の「スイッチ
ング手段」に相当することになる。
【００２７】
　また、抵抗２４は、本発明の「出力電流検出抵抗」に相当する。
【００２８】
（上限調光時及び下限調光時の出力電流の設定動作）
　図３は、本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１の上限調光時における出力電流
近傍の出力電流に対応する識別値の例を示す図であり、そして、図４は、同ＬＥＤ点灯装
置１の下限調光時における出力電流近傍の出力電流に対応する識別値の例を示す図である
。
【００２９】
　まず、図２及び図３を参照しながら、上限調光時の出力電流を設定する動作について説
明する。
　まず、ユーザーは、調光器等である外部ユニット２７から、現在、ＬＥＤ点灯装置１の
出力側、すなわち、点灯回路３の出力側に接続されているＬＥＤモジュール２５の出力仕
様で定められている上限調光時の出力電流に対応する識別値を、ＬＥＤ点灯装置１のイン
ターフェース回路４を介して、制御装置６に送信させる。ここで、外部ユニット２７側で
、図３で示されるような、出力電流と識別値との対応テーブルを記憶しているものとする
。このようにすれば、外部ユニット２７は、上限調光時の出力電流に対応する識別値を制
御装置６に送信することができることになる。図３は、出力電流と識別値との対応テーブ
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ルにおいて、出力電流の最大値が５００［ｍＡ］である場合を例として示している。記憶
装置５は、外部ユニット２７と同様に、図３で示される対応テーブルを記憶しており、外
部ユニット２７から識別値を受信した制御装置６は、その識別値に対応する出力電流を記
憶装置５から読み出し、その出力電流を上限調光時の出力電流として決定し、記憶装置５
に上限調光時出力電流として記憶させる。例えば、制御装置６に送信された識別値が「０
００１」である場合、制御装置６は、上限調光時出力電流が４００［ｍＡ］であるとして
、この出力電流を記憶装置５に記憶させる。
【００３０】
　なお、図３で示されるように、出力電流が１００［ｍＡ］ごとに識別値を対応させてい
るが、これに限定されるものではなく、例えば、１０［ｍＡ］又は１［ｍＡ］ごと等に識
別値を対応させるものとしてもよい。
【００３１】
　次に、図２及び図４を参照しながら、下限調光時の出力電流を設定する動作について説
明する。
　まず、ユーザーは、調光器等である外部ユニット２７から、現在、ＬＥＤ点灯装置１の
出力側、すなわち、点灯回路３の出力側に接続されているＬＥＤモジュール２５の出力仕
様で定められている下限調光時の出力電流に対応する識別値を、ＬＥＤ点灯装置１のイン
ターフェース回路４を介して、制御装置６に送信させる。ここで、外部ユニット２７側で
、図４で示されるような、出力電流と識別値との対応テーブルを記憶しているものとする
。このようにすれば、外部ユニット２７は、下限調光時の出力電流に対応する識別値を制
御装置６に送信することができることになる。図４は、出力電流と識別値との対応テーブ
ルにおいて、出力電流の最小値が１０［ｍＡ］である場合を例として示している。記憶装
置５は、外部ユニット２７と同様に、図４で示される対応テーブルを記憶しており、外部
ユニット２７から識別値を受信した制御装置６は、その識別値に対応する出力電流を記憶
装置５から読み出し、その出力電流を下限調光時の出力電流として決定し、記憶装置５に
下限調光時出力電流として記憶させる。例えば、制御装置６に送信された識別値が「１０
１１」である場合、制御装置６は、下限調光時出力電流が２０［ｍＡ］であるとして、こ
の出力電流を記憶装置５に記憶させる。
【００３２】
　なお、図４で示されるように、出力電流が１０［ｍＡ］ごとに識別値を対応させている
が、これに限定されるものではなく、例えば、１００［ｍＡ］又は１［ｍＡ］ごと等に識
別値を対応させるものとしてもよい。
【００３３】
　また、図３及び図４で示されるように、識別値は「００１０」等のバイナリーデータと
しているが、これに限定されるものではなく、数値データ、テキストデータその他のデー
タによって構成されるものとしてもよい。
【００３４】
　また、記憶装置５を不揮発性の記憶装置によって構成してもよく、この場合、一度、上
限調光時出力電流及び下限調光時出力電流が記憶装置５に記憶された場合で、交流電源７
が停止状態となり、再度、交流電源７が起動した場合でも、記憶装置５に上限調光時出力
電流及び下限調光時出力電流が記憶されたままであるので、再度、上下限調光時の出力電
流の設定動作をする必要がない。
【００３５】
（ＬＥＤ点灯装置１の調光動作）
　図５は、本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ点灯装置１において上下限調光時の出力電
流が設定されている場合における出力電流と出力指令値との関係を示すグラフである。以
下、図１及び図５を参照しながら、ＬＥＤ点灯装置１の調光動作について説明する。
【００３６】
　まず、ユーザーは、調光器等である外部ユニット２７から、ＬＥＤモジュール２５の点
灯状態を目的の明るさにするための調光信号を、ＬＥＤ点灯装置１のインターフェース回
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路４を介して、制御装置６に送信させる。外部ユニット２７から調光信号を受信した制御
装置６は、記憶装置５に記憶された調光信号と出力電流目標値との対応テーブルに基づい
て、その調光信号に対応する出力電流目標値を導出し、出力指令値生成部２６に送信する
。ただし、上下限調光時の出力電流が設定、すなわち、出力電流の上下限値（上限調光時
出力電流及び下限調光時出力電流）が設定されているので、制御装置６は、外部ユニット
２７から受信した調光信号に対応する出力電流目標値が、下限値未満である場合、又は、
上限値を超える場合、出力電流目標値を出力指令値生成部２６に送信しない。したがって
、図５で示される出力電流の範囲（図５においては、５０［ｍＡ］～４００［ｍＡ］）で
ＬＥＤモジュール２５の調光が可能となる。これによって、下限値未満の出力電流を送信
することによるＬＥＤモジュール２５の不点灯、及び、上限値を超える出力電流を送信す
ることによるＬＥＤモジュール２５の破損等の発生を抑制することができる。出力電流目
標値を受信した出力指令値生成部２６は、その出力電流目標値に基づいて、出力指令値を
生成し、フィードバック部２０に送信する。出力指令値を受信したフィードバック部２０
は、検出した抵抗２４の両端電圧、及び、出力指令値に基づいて、ＬＥＤモジュール２５
に出力電流目標値が流れるようにするための制御信号を駆動回路１９に出力する。駆動回
路１９は、その制御信号に基づいて、駆動信号（ＰＷＭ信号）を生成し、この駆動信号に
よって、ＭＯＳＦＥＴ１８にＯＮ／ＯＦＦ動作を実施させる。このような動作によって、
ＬＥＤモジュール２５には出力電流目標値である一定の電流が流れ、定電流制御が実施さ
れる。
【００３７】
（実施の形態１の効果）
　以上の構成及び動作のように、ＬＥＤ光源（実施の形態１においてはＬＥＤモジュール
２５）の出力仕様に基づいて、上下限調光時の出力電流を設定できるので、照明器具の出
力仕様ごとに、ＬＥＤ点灯装置１を専用設計する必要がなく、共通のＬＥＤ点灯装置１に
よって、複数種類のＬＥＤ光源の点灯動作に対応することができる。
【００３８】
　また、上下限調光時の出力電流を設定し、出力電流の上下限値から外れるような調光信
号が入力されても、出力電流を流さないように制御するので、下限値未満の出力電流を送
信することによるＬＥＤ光源の不点灯、及び、上限値を超える出力電流を送信することに
よるＬＥＤ光源の破損等の発生を抑制することができる。
【００３９】
　なお、図５で示されるように、外部ユニット２７から識別値を送信し、その識別値によ
って、上下限調光時の出力電流を設定するものとしたが、これに限定されるものではない
。すなわち、下限調光時の出力電流を設定する、すなわち、下限調光時出力電流を導出す
る必要がない場合は、上限調光時の出力電流のみを設定するものとしてもよい。
【００４０】
実施の形態２．
（複数の照明装置の構成）
　図６は、本発明の実施の形態２に係る複数の照明器具の構成図である。
　図６で示されるように、本実施の形態においては、４つの照明器具が、外部ユニット２
７を介して接続されている。これらの照明器具のうち、照明器具１００ａは、ＬＥＤ点灯
装置１及びＬＥＤモジュール２５ａを備えている。また、これらの照明器具のうち、２つ
の照明器具１００ｂは、それぞれＬＥＤ点灯装置１及びＬＥＤモジュール２５ｂを備えて
いる。そして、これらの照明器具の内、照明器具１００ｃは、ＬＥＤ点灯装置１及びＬＥ
Ｄモジュール２５ｃを備えている。各照明器具のＬＥＤ点灯装置１は、交流電源７から電
源を供給されており、ＬＥＤ点灯装置１の内部構成は、図１で示される実施の形態１のＬ
ＥＤ点灯装置１と同様である。また、各照明器具のＬＥＤ点灯装置１内のインターフェー
ス回路４（図６において図示せず）には、調光器等である１つの外部ユニット２７が接続
されている。また、ＬＥＤモジュール２５ａ～２５ｃは、それぞれ出力仕様（例えば、最
大電流値、最小電流値及び定格電流値）が異なる。
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【００４１】
　なお、図６においては、外部ユニット２７が４つの照明器具（１つの照明器具１００ａ
、２つの照明器具１００ｂ、及び、１つの照明器具１００ｃ）に接続された構成が示され
ているが、これに限定されるものではない。すなわち、その他の数の照明器具が外部ユニ
ット２７に接続される構成としてもよく、また、ＬＥＤモジュール２５ａ～２５ｃとは出
力仕様の異なるＬＥＤモジュールを備えた照明器具が接続された構成でもよいのは言うま
でもない。
【００４２】
（上限調光時及び下限調光時の出力電流の設定動作）
　次に、４つの照明器具のうち、照明器具１００ａを例として、上限調光時及び下限調光
時の出力電流の設定動作について説明する。
【００４３】
　まず、ユーザーは、調光器等である外部ユニット２７から、現在、照明器具１００ａの
ＬＥＤ点灯装置１の出力側に接続されているＬＥＤモジュール２５ａの出力仕様で定めら
れている上限調光時の出力電流に対応する識別値を、ＬＥＤ点灯装置１のインターフェー
ス回路４を介して、制御装置６（図６において図示せず）に送信させる。ここで、外部ユ
ニット２７側で、図３で示されるような、出力電流と識別値との対応テーブルを記憶して
いるものとすると、図６で示されるように、ＬＥＤモジュール２５ａの上限調光時の出力
電流は４００［ｍＡ］であるので、識別値「０００１」を制御装置６に送信する。そして
、実施の形態１において示した同様の方式によって、制御装置６は、この出力電流４００
［ｍＡ］を上限調光時出力電流として、記憶装置５（図６において図示せず）に記憶させ
る。また、下限調光時出力電流（図６で示される５０［ｍＡ］）についても同様の方式に
よって、記憶装置５に記憶される。
【００４４】
　また、照明器具１００ｂ、１００ｃについても、共通の調光器等である外部ユニット２
７によって、それぞれのＬＥＤモジュール２５ｂ、２５ｃについて、それぞれ上限調光時
出力電流及び下限調光時出力電流が設定される。具体的には、図６においては、照明器具
１００ｂのＬＥＤモジュール２５ｂについては、上限調光時出力電流として３００［ｍＡ
］、そして、下限調光時出力電流として２０［ｍＡ］が設定されている。また、照明器具
１００ｃのＬＥＤモジュール２５ｃについては、上限調光時出力電流として５００［ｍＡ
］、そして、下限調光時出力電流として１００［ｍＡ］が設定されている。
【００４５】
　図６で示される各照明器具のＬＥＤ点灯装置１の調光動作については、実施の形態１で
示した方式と同様であり、外部ユニット２７が出力する調光信号によって、それぞれの照
明器具について調光制御を実施することができる。
【００４６】
（実施の形態２の効果）
　以上の構成及び動作によって、実施の形態１のようにＬＥＤ光源の出力仕様に基づいて
、上下限調光時の出力電流を設定できることによる効果が得られるのはもちろんのこと、
複数の照明器具に対して、共通の外部ユニット２７が接続されているので、上下限調光時
の出力電流の設定動作、及び、各照明器具におけるＬＥＤ点灯装置１の調光動作を、共通
の外部ユニット２７によって実施することが可能となり、照明装置の設定操作及び調光操
作の利便性が飛躍的に向上する。
【００４７】
　なお、本実施の形態においては、複数の照明器具と外部ユニット２７とを接続してから
、各照明器具の上限調光時及び下限調光時の出力電流を設定する場合について説明したが
、工場等において照明器具を組み立てる際に、組み合わされるＬＥＤモジュールの出力仕
様に合わせて設定するものとしてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
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　１　ＬＥＤ点灯装置、２　電源回路、３　点灯回路、４　インターフェース回路、５　
記憶装置、６　制御装置、７　交流電源、８　ダイオードブリッジ、９　平滑コンデンサ
ー、１０　インダクター、１１　ＭＯＳＦＥＴ、１２　駆動回路、１３　フィードバック
部、１４　ダイオード、１５、１６　抵抗、１７　電解コンデンサー、１８　ＭＯＳＦＥ
Ｔ、１９　駆動回路、２０　フィードバック部、２１　ダイオード、２２　インダクター
、２３　コンデンサー、２４　抵抗、２５、２５ａ～２５ｃ　ＬＥＤモジュール、２６　
出力指令値生成部、２７　外部ユニット、１００ａ～１００ｃ　照明器具。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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